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Ethical Travel

＜内容＞
（本文は英語です）

●空の旅を減らすための10の方法

その考え方と具体的な方法。
　

●パラダイスに立ちこめる暗雲

観光地にはかつてないほど多くの
観光客が訪れ、世界的な観光地は
大規模な投資を行い、観光産業は
活況を呈している。しかしその陰で、恩恵にあずかれ
ないだけでなく、マイナスのインパクトを受けている
人々もいる。最近の観光ブームの光と陰を報告する。

●行動するための参考情報

書籍情報と活動団体情報に加え、「ロンリープラネット
をボイコットせよ！」を掲載。

【Special Feature：近代的な洪水対策の失敗と教訓】

大規模な洪水が世界的に増加している。地球温暖化
もその一因として挙げられているが、そもそもこれまで
行われてきたダム、堤防、用水路といった洪水対策の
考え方に欠陥があることは否定できない。これまでの
洪水対策がなぜ機能しなかったのか？　これからはど
のような考え方に基づいて洪水対策をするべきなの
だろうか？

→オンラインリポートに一部掲載

NIジャパン　No.97  2008年3月号

人と地球にやさしい旅へ

～ 観光インパクトと地球温暖化を考える

＜内容＞

(本文は日本語です)

2　イントロダクション 
－ 旅のインパクトを考える時代

3　考えるためのネタ帳

6　飛行機の利用と地球温暖化

地球温暖化の進行に懸念が広がる中、

飛行機が温暖化に及ぼす影響に注目

が集まるようになってきた。排出量全体

から見れば、飛行機が占める割合はま

だ少ないものの、一度の利用で発生す

る排出量は、自動車の運転や家庭で使
用する暖房による排出量とは桁違いである。しかも今後、飛行
機の利用は増加すると予想されている。グローバル化した今
日の世界に不可欠となった飛行機の利用を、温暖化が進む中
で私たちはどう考えていけばよいのだろうか。

25　倫理的な旅行とは

観光地の環境や社会に負の影響をもたらすこともあるマス・

ツーリズム（大衆観光）。その反省から生まれたオルタナティ

ブ・ツーリズム（もうひとつの観光）と呼ばれる観光の意味を考

える。

31　もうひとつの観光のかたち

オルタナティブ・ツーリズム（もうひとつの観光）のひとつとして

知られる「コミュニティー主導の観光（Community-based 

tourism）」の実例について、タイから報告する。

36　ニュー・インターナショナリストの旅の心得

旅先で、特に開発途上国と呼ばれる国々に行った時、私たち

はどのようなことに気をつけて行動すればよいのだろうか。

40 もっと知るためのネタ帳

42 世界の国のプロフィール：ブルネイ

NI（英語、A4・カラー、約40ページ）と日本編集のNIジャパン(日本語、
A5・モノクロ、約48ページ)をセットでお届けします。

【定期購読（1月と2月は合併号のため年11回発行）】
NI & NIジャパン 1年（11冊）＝¥10,500 2年（22冊）＝¥19,000
NIジャパンのみ 1年（11冊）＝ ¥5,000 2年（22冊）＝ ¥9,000
NIのみ  1年（11冊）＝ ¥8,000 2年（22冊）＝¥14,000

【一部のみの販売：最新号／バックナンバー】＞ ¥400～¥1,000

＜お問い合わせ・お申し込み＞

ニュー・インターナショナリスト・ジャパン　　　有限会社インティリンクス

〒182-0035　東京都調布市上石原1-36-6 西調布シティ303　　　Tel / Fax：042-498-3126

E-mail：nij@ni-japan.com　　　URL　http://www.ni-japan.com

＊ホームページでは、購読お申し込みやバックナンバー照
会、無料メールマガジン申し込み等がご利用頂けます。

　海外旅行は身近になり、秘境やエキゾチックな場所を求める
傾向がより強まっている。その一方で、旅行者や旅行産業に
よる観光地への悪影響や、飛行機から排出される地球温暖
化ガスの影響に懸念が広がり、観光のあり方に疑問を突きつ
けている。
　どの国でも、より多くの観光客に足を運んでもらいたいと強く
思っていることは確かだ。しかし、旅の足となる交通機関から
の炭素排出量増加が懸念され、特に航空業界には大きな課
題となっている。そもそも、地球温暖化が問題となっている中、
飛行機をやたらに利用することは倫理的に正しいことなのだ
ろうか?　そしてまた、観光客が押し寄せる観光地では、地元
の人々や文化を利するどころか、明らかな弊害をもたらす場
合も少なくない。特に開発途上国に出かける場合、旅行者自
身が楽しく貴重な体験をするだけでなく、旅行先の国やコミュ
ニティーにとってもプラスになるような旅行をするには、どのよ
うなことに気をつけたらよいのだろうか？
　今回のNI & NIジャパンでは、倫理的な観点から旅行につい
て考える。

このほかの記事の詳細はウェブサイトをご覧ください
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※NIジャパンは、NIからの翻訳記事を中心に構成されています。


